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Summary
　The importance of nutrition education in school education is strongly pointed out 
because of many dietary problems. In 2005, nutrition teacher system was established, 
and the teacher aimed to improve child fitness and promoting health by forging desirable 
eating habits. We investigated the amount of leftover in school provided-lunch and the 
situation of nutrition teacher in school. In the first case, the result revealed that although 
vegetable meals tended to be left, approach by nutrition staff could improve it. In the 
second case, the nutrition teacher taught not only nutrition of school lunch but also 
subjects to maximize the effect of nutrition education. Nutrition teacher tried to teach 
children about nutrition through multidisciplinary activity. Furthermore, nutrition teacher 
played important role of regional alliances. Nutrition teachers begin to ac�uire new role teachers begin to ac�uire new role begin to ac�uire new role 

“galvanizing community” by enhancing these current challenges of nutrition education.

要�����
　食に関する様々な問題を背景に、学校教育における食育の推進が強く指摘されている。平
成 17 年には栄養教諭制度が導入され、栄養教諭は児童・生徒の食育の指導を担う教育職員
として位置づけられた。学校教育における栄養教諭の在り方を考えるために、給食の残食率
調査と学校�の栄養教諭の��に�いての��とり調査を��た。���は、��を��し学校�の栄養教諭の��に�いての��とり調査を��た。���は、��を��し��に�いての��とり調査を��た。���は、��を��し。���は、��を��し
た食物の残食が高いことや栄養職員が���た�に���けることに��て残食が�なくなが���た�に���けることに��て残食が�なくな���けることに��て残食が�なくなることに��て残食が�なくなに��て残食が�なくなが�なくな
る可能性があることがわ��た。��においては、栄養教諭は給食指導の�なら�教�指導��においては、栄養教諭は給食指導の�なら�教�指導においては、栄養教諭は給食指導の�なら�教�指導、栄養教諭は給食指導の�なら�教�指導
に�参加し、学習効果を高める努力をしていることが�ら�にな�た。さらに、�らは��をしていることが�ら�にな�た。さらに、�らは��
社会の活動に�積極的に参加し�うとしていた。これら�ら、児童・生徒にと�て��な食児童・生徒にと�て��な食にと�て��な食��な食な食食
育の��や��社会との��に�る��や���の食育の��に��て、学校教育の活性�の��や��社会との��に�る��や���の食育の��に��て、学校教育の活性���社会との��に�る��や���の食育の��に��て、学校教育の活性��る��や���の食育の��に��て、学校教育の活性���に��て、学校教育の活性�学校教育の活性�
の�なら���の活性��の��という�しい栄養教諭の��が����が�た。��の活性��の��という�しい栄養教諭の��が����が�た。�の��という�しい栄養教諭の��が����が�た。という�しい栄養教諭の��が����が�た。栄養教諭の��が����が�た。
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はじめに
　「食」を大切にする心の欠如や，栄養バランスの偏�た食事，不規則な食生活，肥満や糖
尿病な�の生活習慣病の増加とい�た児童・生徒の�態，そして，過度の痩�志向や「食」
の安全�の問題，食材の海外依存，さらには伝統ある日本古来の食文�の喪失な�，「食」
を巡る様々な問題点が指摘されている (1)。���た�の間�は，朝食の欠食や孤食とい�た
食生活の乱れが�の学校��見られ，肥満傾向児の増加や生活習慣病の低年齢�な��顕
著にな�ている。この改善にあた�て鍵を握るのは学校教育における食育�ある。
　平成 16 年 1 月，中央教育審議会は「食に関する指導体制の整備に�いて」の答申を��
た (2)。この中�は，「���が将来にわた�て健康に生活していける�うにするためには食
に関する指導を��し，望ましい食習慣の形成を促すことが極めて重要�ある。」との指摘
を��ている。次い�，平成 17 年 6 月には「食育基本法」が制定された (3)。この目的は，
国民が生涯にわた�て健全な心�を培い，豊�な人間性を育むことが��る�う，食育を
総合的��計画的に推進することにある。ここ�は「食育」は，次の 2 点にまとめられて
いる。

①　生�るうえ�の基本�あ�て，�育・�育お��体育の基�となる���の　生�るうえ�の基本�あ�て，�育・�育お��体育の基�となる���の生�るうえ�の基本�あ�て，�育・�育お��体育の基�となる���の
②　様々な体�を��て「食」に関する��と「食」を��する力を習�し，健全な食　様々な体�を��て「食」に関する��と「食」を��する力を習�し，健全な食様々な体�を��て「食」に関する��と「食」を��する力を習�し，健全な食

生活を�践することが��る人間を育てること
　この方針を��するために，平成 17 年度�ら，学校教育に食育の��を目的とした栄養
教諭制度が導入された。栄養教諭は，教育に関する資質と栄養に関する専門性を併せ持�
職員として，食に関する指導と学校給食の管理という��を�体的に�うという��を�という��を�体的に�うという��を���を�体的に�うという��を��うという��を�という��を��
えられた。年々，栄養教諭の�置が全国的に�が�ていくが，�らの�在の��を�握し，年々，栄養教諭の�置が全国的に�が�ていくが，�らの�在の��を�握し，
その分析を�うことに��て，これ�らの栄養教諭の��を考察��るの�はない�と考
え，給食の残食��の調査と栄養教諭に�する��調査を�うことにした。，給食の残食��の調査と栄養教諭に�する��調査を�うことにした。給食の残食��の調査と栄養教諭に�する��調査を�うことにした。の残食��の調査と栄養教諭に�する��調査を�うことにした。栄養教諭に�する��調査を�うことにした。に�する��調査を�うことにした。��調査を�うことにした。�うことにした。
　
Ⅰ�食育と学校教育

１　食育の定�　食育の定�
　平成 17 年 6 月 10 日，第 162 回国会において「食育基本法」が成立し，同年 7 月 15 日
�ら�施された。この法律が制定された目的は，国民が生涯にわた�て健全な心�を培い，
豊�な人間性を育むために，食育を総合的，計画的に推進すること�ある�ある (4)。
　何故，食育が�年重要視されて�たの�あろう�。日本人の食生活は戦�，急速に欧
米�した。1970 年代にはファーストフード店，ファミリーレストラン，コンビニエンス
ストアな�が相次い�開店し，「食の外部�」が進ん�い�た。1980 年代頃�ら食のあり
方が問題となり，1985 年農政審議会の日本型食生活の提言�あ�て，いわゆる食育・食
農教育の��活動が�が�た。そして，最��は�い意味�の「食育」が定着し��ある。
　食�ることは，人間が生�ていく��欠�せない�の�あるとと�に，���た�に
と�ては，健全な心�を培い，豊�な人間性をはぐくむために不可欠の�の�ある。ここ
の意味�，学校教育において食育は，教育の�本��ある�育・�育・体育の基本とな，学校教育において食育は，教育の�本��ある�育・�育・体育の基本とな
る���のと位置付けられたの�あるたの�ある (5)。
　この食育を�して，����は，生活のリ��として規則�しく食事を�ること，栄食育を�して，����は，生活のリ��として規則�しく食事を�ること，栄，����は，生活のリ��として規則�しく食事を�ること，栄
養��バランスがとれていること，安全�あること，無駄な食�残しや廃棄をしないこと，
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食卓を囲ん��族が�緒に食事することの重要性を理�することになるの重要性を理�することになる (6)。

２　食育基本法制定の背景　食育基本法制定の背景
　�年における国民の食生活の環境が大�く変�し，栄養バランスの偏り，不規則な食
生活，糖尿病な�の生活習慣病の増加な�の問題が生�ている (7)。
○栄養の偏り
　�� 50 年代��には，米を�食とし，��物，��物，��な�の���様な�食��� 50 年代��には，米を�食とし，��物，��物，��な�の���様な�食�
ら構成され栄養バランスに優れた「日本型食生活」が中心�あ�た。し�し，�年，脂
質の過剰�取や��の�取不足な�の栄養の偏りが指摘される�うにな�た。
　�に��の�取�は，1 日に 350g ���ることを目�とされているが，平成 19 年度の�に��の�取�は，1 日に 350g ���ることを目�とされているが，平成 19 年度の
厚生労�省に�る国民健康・栄養調査の結果を見ると，���取�の平均値は 290g �あ
り，目�値には�していない。�取�としては，年齢が高いほ��い傾向にあるが，最
��取�の�い 60 歳代�あ�て�目�とする���取�の 350 ｇには�しておら� 330g
程度に留ま�ているのが���ある。また、朝食をと�ている�のう�、��を 350g �
��取している�は約 3 �、朝食をと�ていない����を 350g ���取している�は
2 �未満に留ま�ていること��ら�にな�ている (10)。
○不規則な食事
　朝食の欠食に代�される�うな，いわゆる不規則な食事が，�年目立��うにな�て朝食の欠食に代�される�うな，いわゆる不規則な食事が，�年目立��うにな�て
�た。朝食の欠食率に�いては，厚生労�省の調査に�ると、男女と�に 20，30 歳代が
高くな�ており，全体的に年々増加傾向にある。
○肥満と過度の痩�
　�年�は，���を�めて肥満の増加傾向が見られる。�に，男性の肥満�の�合は年々�年�は，���を�めて肥満の増加傾向が見られる。�に，男性の肥満�の�合は年々
高くな�ており，全体の 3 ���に�な�ている。�方�，�に若い女性を中心に，過
度の痩�志向に�り低体重の�合が高くなる傾向�見られる。
○生活習慣病の増加
　生活習慣病�増加している。��した�うに，肥満の�合が高くな�ているが，糖尿生活習慣病�増加している。��した�うに，肥満の�合が高くな�ているが，糖尿
病�その傾向にある。
　厚生労�省の調査に�れ�，2210 �人が糖尿病に関して，「強く�われる」と「可能性厚生労�省の調査に�れ�，2210 �人が糖尿病に関して，「強く�われる」と「可能性
が否定��ない」にあてはまる。そして，その�合�年々増加している。
○海外�の依存の問題
　わが国の食��給率は��の�進国の中�最低の���あり，食を大�く海外に依存わが国の食��給率は��の�進国の中�最低の���あり，食を大�く海外に依存
している。農林��省の食�需給率の調査においては，わが国の食��給率は，�年�
は 40％�推移している�のの，長期的には食��給率の低下傾向が続いている。中��，
豆類や小麦な�は�給率が低い�態�ある�ある (11)。

　この他，食品の安全性な�の問題や，��の�様�豊�な味覚や文�の香りあふれる日
本の「食文�」が失われる��にあること�問題が生�て�ている。�え�，食�ること文�」が失われる��にあること�問題が生�て�ている。�え�，食�ること」が失われる��にあること�問題が生�て�ている。�え�，食�ること
に喜�を見いだせない���，食事に�る��感・満足感を感�られない���た��増
えて�ている。食�過ぎに�る肥満や生活習慣病のリスク増大が指摘される�方�，太り
たくないと栄養失調に陥る�����なくはない。こうした問題を�決し，食を�して�
��た�の豊�な生活を��するのが食育�ある (8)。
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Ⅱ�学校給食における子ども達の現状
１　小学校�の給食残食調査　小学校�の給食残食調査

　学校給食は教育の�環として位置付けられており，学校給食は「生�た教材」と言
われている。食育の推進が求められている�在，学校給食が食育に果たす��は大�い。
そこ�，給食の残食率�ら学校栄養職員等の��を考えることにした。
１）調査��調査��
　　長崎����の��の小学校 5 校長崎����の��の小学校 5 校���の��の小学校 5 校��の��の小学校 5 校��の小学校 5 校小学校 5 校
２）調査期間調査期間
　　平成 20 年 9 月� 11 月平成 20 年 9 月� 11 月
３）調査方法調査方法
　　�小学校にある給食日�や給食の���ら残食調査を��た。�小学校にある給食日�や給食の���ら残食調査を��た。調査を��た。。
４）調査結果調査結果

(1)　��校の児童���給食方�　��校の児童���給食方���校の児童���給食方�
　調査を��た小学校 5 校の児童���給食方�，そして栄養職員等の�置は，調査を��た小学校 5 校の児童���給食方�，そして栄養職員等の�置は，
� 1 として示す。

表 1�調査対象校の児童数及び給食方式

小学校 全校児童� 給食方� 学校栄養職員等
Ａ校 673 名 単独

1 名の学校栄養職員 (A 校�置 )
Ｂ校 473 名 単独
Ｃ校 326 名 単独

1 名の学校栄養職員 (C 校�置 )
Ｄ校 292 名 単独
Ｅ校 1078 名 共同調理 1 名の栄養教諭 (3 中学校との併任 )

(2)　調理形態�の残食率　調理形態�の残食率調理形態�の残食率
　3 �月分の残食重�をそれ�れの全体重�に�する�合にして，調理形態�に分3 �月分の残食重�をそれ�れの全体重�に�する�合にして，調理形態�に分重�をそれ�れの全体重�に�する�合にして，調理形態�に分�をそれ�れの全体重�に�する�合にして，調理形態�に分重�に�する�合にして，調理形態�に分�に�する�合にして，調理形態�に分
類した�のが� 2 �あり，それを�にした�のが� 1 �ある。調理形態は，��・それを�にした�のが� 1 �ある。調理形態は，��・� 1 �ある。調理形態は，��・
麺類，煮物，汁物，�え物，炒め物，焼�物 ( ハンバーグな� )，揚げ物，��・
サラダ類，デザート ( ��んな�果物��む ) の 9 �類に分類��る。これらを調
理形態�に残食率の�い順に示した�のが� 2 となる。
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表 2 �調理形態別の残食率

図 1 �調理形態別の残食率 ( 学校別 )

図 2�調理形態別の残食率
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　この�うに，学校�とに��の�ら��はある�のの，全体的に�え物，�はん・この�うに，学校�とに��の�ら��はある�のの，全体的に�え物，�はん・
麺類，煮物，��・サラダ類の残食が�くな�ている。�に，�え物に�いては，の残食が�くな�ている。�に，�え物に�いては，残食が�くな�ている。�に，�え物に�いては，
�の学校において�残食率の�位 3 位��に入�ており，児童にと�て苦手な食
�物とな�ている。�はん・麺類に関しては，児童の意見�ら推測すると，「��「����
が嫌い」や，「��の�が�い」という理�の他に，「�はんと��との��合わせ」」や，「��の�が�い」という理�の他に，「�はんと��との��合わせ」，「��の�が�い」という理�の他に，「�はんと��との��合わせ」「��の�が�い」という理�の他に，「�はんと��との��合わせ」��の�が�い」という理�の他に，「�はんと��との��合わせ」」という理�の他に，「�はんと��との��合わせ」，「�はんと��との��合わせ」「�はんと��との��合わせ」��との��合わせ」」
がその��とな�ている。また，残食率の高い�え物，煮物，��・サラダ類にその��とな�ている。また，残食率の高い�え物，煮物，��・サラダ類に。また，残食率の高い�え物，煮物，��・サラダ類に
関して共�していることは，��を�く��していること�ある。これは，児童
�にと�て，��類が苦手�あることを示している。

(3)　栄養教諭・学校栄養職員�置の�無に�る残食率の�い　栄養教諭・学校栄養職員�置の�無に�る残食率の�い栄養教諭・学校栄養職員�置の�無に�る残食率の�い�置の�無に�る残食率の�いの�無に�る残食率の�い
　�学校における栄養教諭や学校栄養職員�置の�無に�る残食率の�いを調��学校における栄養教諭や学校栄養職員�置の�無に�る残食率の�いを調��置の�無に�る残食率の�いを調�の�無に�る残食率の�いを調�
るために，3 �月間の残食の平均を学校�とにまとめた。その結果を�した�のが
� 3 と� 3 �ある。

表 3�学校別 3 ヶ月間の残食率の平均

図 3�学校別 3 ヶ月間の残食率の平均

　この残食率の調査結果�らは，栄養教諭や学校栄養職員の�置��と残食率に関し
ては�確な相関は見られな��た。し�し，A 校においては残食率が他校の 1/2 にな
�ている。そこ�，�校における栄養教諭や学校栄養職員が果たしている��に�い
て�調査を��た。

(4)　栄養教諭��学校栄養職員と給食指導の関わり
　残食調査を��た学校に在籍している栄養教諭や学校栄養職員が�際に�の�
うな取り��を��ているの�に関して，�らを��とした��取り調査を��
た。その結果は次の�うになる。

Ａ校…ほぼ�日、栄養職員が給食の指導に入る。
Ｂ校…A 校との併任のため、栄養職員がＡ校に時間がとられ十分に指導��て

いない。
Ｃ校…週に 3 � 4 回、栄養職員が給食の指導に入る。
Ｄ校…C 校との併任のため、週に 1 � 2 回、栄養職員が給食の指導に入る。
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Ｅ校…栄養教諭が指導に入るが、大規模校�あることや、E 校�外に�中学校 3
校�担当しているため、指導がな�な���届�ない。

　この�うに，学校栄養職員や栄養教諭にと�て，併任の関係�あり，�校それ�れ
に�して十分な指導が��ていない��が����がる。この中�，ほぼ�日指導に
入り，調査校の中�最�残食率の低��た A 校の学校栄養職員の果たしている��を
��る。

①　給食の時間
・�教室を回り，食事マナーに�いての指導や，児童�とのコミュニケーションをとる。
・好�嫌いが激しい児童�は，�口��食�ることが��る�う相談等にのる。
・旬の�のを給食に��していると�は，�物や写真を見せたり，その花な��見せ

たりして，食品�の興味を持てる�う工夫する。
②　授業�の参加・協力
・ ���や保健の授業に，T・T として授業に入り，専門的な��を活�した指導を

�う。
・ その他の教��は，�え� 1 年生の国語�『大�な�ぶ』の学習の際には，�ぶ

が�の�うな�の�を教えるな�，教�学習�の動�づけを支援する。
　この�うに，児童とのコミュニケーションを深め，食�ることの大切さを伝えている。
これを�ると，給食�外の時間�の指導が残食率を低くしている可能性がある。また，
�置校�この�うな��を果たすことは容易�あるが，兼務している B 校�はその時
間が十分にとれないという。この差が A 校，B 校の残食率の差とな�ているの���
れない。 

Ⅲ���教�の�����教�の��
　平成 17 年度�ら導入された栄養教諭は，教育に関する資質と栄養に関する専門性を併
せ持�職員として，学校給食を生�た教材として効果的な指導を�うことが期待されて
いる。その職務としては，��した�うに食に関する指導と，学校給食の管理�ある。
平成17年に導入されて�降，全国における栄養教諭の�置�は年々増加している。そこ�，
栄養教諭が�置されている８小学校において，�らが�の�うな取り��を�い，��
を果たしているの�を調査した。

１）調査��
　　栄養教諭が�置されている長崎市�小学校 8 校
２）調査期間
　　 平成 20 年 11 月� 12 月
３）調査方法
　　栄養教諭�のアンケート調査����取り調査
４）調査結果

(1)　調査��校の児童���給食方�
　調査を��た小学校 8 校の児童���給食調理方�は，� 4 として示す。
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表 4�調査対象校の児童数及び給食調理方式

小学校 F 校 G 校 H 校 I 校 J 校 K 校 L 校 M 校
児童� ( 人 ) 792 539 641 521 448 1079 105 482
調理方� 単独 単独 単独 単独 単独 共同 共同 共同

(2)　栄養教諭の活動
　これらの小学校�の，栄養教諭の教育活動は，次の�り�ある。
①　「年間指導計画」の作成

　全調査校において栄養教諭が中心とな�て ｢食に関する指導｣ を効果的に�
うための年間指導計画が作成されている。このための�備として，す�ての栄
養教諭が，�や市が�うアンケート調査や児童との関わりな��ら，児童の�
態�握や課題分析を�い，年間指導計画の作成を�うとと�にアレルギーや偏
食傾向な�の個�的な指導や相談な����ている。

②　教�指導等における食に関する指導の�施
　栄養教諭の職務の 1 ��ある食に関する指導は，�の学校において�ま�は
学校給食を中心として�われている。さらに，積極的に教�指導に�加わり，
給食を�に挙げて説�力のある指導・説�を��ている。これは，児童にと�
て最���な食の�践の場�ある給食指導と教�指導を関�づけることが��，
給食指導，教�指導の�方�効果的�あるとのこと�あ�た。この�うな教�
との��を L 校を�にと�てまとめると，� 4 となる。 

図 4  L 校における食に関する指導例

　� 4 に示す�うに，L 校においては学校教育全体を�して ｢食に関する指導｣ が
�施されている。従�て，�教�指導において�，学校給食との��を�れる�
うに�慮がなされている。そして，これらを��するためには，栄養教諭と全教
員との��が不可欠とな�ている。この��の��が教育活動の様々な場��生
�され，効果を�げている。
③　��や��との��

　栄養教諭は，学校�外の��や保護�との��に�と�く活動�積極的に�

※単独：学校�に給食を調理する　共同：�校分の給食を調理する
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�ている。この様�を示したのが，� 5 �ある。

表 5  地域との連携内容

学　　　校
�　�　項　目

Ｆ　

校

Ｇ　

校

Ｈ　

校

Ｉ　

校

Ｊ　

校

Ｋ　

校

Ｌ　

校

Ｍ　

校
講演 ○ ○

交流給食 ○ ○
��・お米作り等の活動 ○ ○ ○
��の��を�いた給食 ○ ○ ○ ○ ○

食育 ( 給食 ) だ�り ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　��との��に�いては，�くの学校において ｢���消｣ を積極的に取り込�，
給食に生�そうとしている。さらに，講演会を開くな�，��との交流に�力を
入れている。これは，��との�ながり�ら，児童・生徒�の食育を活性�し�
うとする�の�ある。
　また，保護�との��に�いては，全ての学校において，学校保健委員会や給
食試食会に保護�を加えるとと�に，食育 ( 給食 ) だ�りな�を�して，積極的に
��と��を��ている。これは，���ら食育の重要性を認�して�らおうと
いう試���ある。
　発足�間�ない栄養教諭制度�はあるが，栄養教諭�人�人が積極的に活動し，
学校教育の中�着�にその立場を強固にし��あることが�ら�にな�た。

Ⅵ�考�察
　食育が強調される時代にはな�たが，その食育を推進するための職員�ある学校栄養職
員や栄養教諭の�置は全ての学校にはなされていない。本研究�は，�置されていない学
校��めて，栄養教諭等の食育�の関わりを調査した。残食率調査�は，栄養職員が�日
の�うに���た�とのコミュニケーションを��ている学校においては，残食率の値が
低く抑えられていた。このことは，給食指導において，�らの��が非常に大�いことを
示している。今�，児童・生徒の心�のバランスのとれた発�を支援していくためには，
栄養教諭を全ての学校に�置し，食育の��を�ることが重要�ある。また，教�指導の
中�栄養教諭が食文�や食物等を利�して教�学習に積極的に参加すること�重要となる。
　さらに，�在，学校が求められている��との��において�，栄養教諭は食物を�して��
の人�との輪を拡大させていた。この�うに，食を仲立�としての学校と��社会との��は児
童・生徒育成の確�な応援団となる。このことを考えると，栄養教諭の�置に��て，従来見落
しが��あ�た食を仲立�としての�しい学校の�能が開拓されるの�はな�ろう�。
　この観点を�とに，栄養教諭が果たす����をまとめると、� 5 となる。ここ�示す
�うに，食育の��は��や��社会との��・協力が��の大�な鍵となる。その��
を仲立�として栄養教諭の重要性が高ま�ている。学校教育の中だけ�なく��社会の生
活に密着��る栄養教諭が生まれたなら�，�しい学校や��した食育の創造に�ながる。
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図 5  食育の目標達成へ向けての��教�の��

おわりに
　本研究は，給食における残食率を��の指�として，栄養教諭の��と��を�ら�に
するとと�に，栄養教諭の業務の�態を調査した。そして，学校教育における栄養教諭の
��を考えた。し�し，栄養教諭が�置されている学校が�ないため調査範囲が限定された。
今��らの�置が増加したと�に改めて調査を�い，�り詳しい考察を加えたい。
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